
遍
路
さ
ん
と
し
て
有
名
な
四
国
八
十

八
か
所
霊
場
巡
り
。
こ
れ
は
、
弘
法

大
師
ゆ
か
り
の
地
や
寺
院
八
十
八
か
所
を
巡

る
信
仰
の
こ
と
で
、
西
国
三
十
三
か
所
観
音

霊
場
と
並
び
、
最
も
有
名
な
霊
場
巡
り
と
言

え
ま
す
。

　

四
国
八
十
八
か
所
霊
場
の
行
程
は
、
１
４

０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
た
め
、
非
常

に
厳
し
く
、
時
間
も
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

巡
礼
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
人
の

た
め
に
、
各
霊
場
を
地
方
に
写
し
て
設
置
す

る
こ
と
が
流
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
が「
写
し

霊
場
」で
、
江
戸
時
代
中
頃
以
降
に
各
地
に

広
が
り
ま
し
た
。

　

小
郡
市
周
辺
に
も
、
い
く
つ
か
の
写
し
霊

場
が
見
ら
れ
ま
す
。「
三
井
川
北
四
国
八
十

八
ヶ
所
霊
場
」は
、
明
治
39
年（
１
９
０
６
）

に「
明
治
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
」か
ら
分
か

れ
て
成
立
し
ま
し
た
。
大
正
15
年（
１
９
２

６
）の『
三
井
川
北
四
國
道
中
案
内
』に
は
、

現
在
の
小
郡
市
・
大
刀
洗
町
・
久
留
米
市
北

野
町
・
同
宮
ノ
陣
町
に
及
ぶ
３
３
４
の
札
所

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
八
十
八
か

所
の
約
４
倍
で
、
信
仰
が
非
常
に
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
冊
子

に
は
市
内
１
１
２
の
札
所
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
約
１
０
０
年
経
過
し
た
現
在
で
も
、

そ
の
多
く
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

西
島
の
西
ノ
前
に
あ
る
お
堂
に
は
、
薬
師

如
来
像
な
ど
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
は
６
番
目
の
札
所
で
し
た
。
現
地
に
は
、

「
第
六
番　
三
井
四
国
薬
師
如
来
」と
彫
ら
れ

た
石
標
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
赤

川
の
南
坪
に
あ
る
お
堂
に
は
阿
弥
陀
如
来
像

な
ど
が
ま
つ
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
第
53
番
札
所

で
し
た
。

　

巡
礼
は「
ど
ろ
ど
ろ
参
り
」や「
お
大
師
さ

ん
参
り
」と
呼
ば
れ
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
当
初
は
徒
歩
で
し
た
が
、
時
代

と
と
も
に
自
転
車
や
バ
イ
ク
で
の
巡
礼
へ
と

変
化
し
ま
す
。
市
内
で
は
平
成
20
年
ご
ろ
ま

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
各
お
堂
に
残
る
守
護
札
が
、
当
時

の
信
仰
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
こ
の
他
に
も「
朝
倉
筑
紫
三

井
三
郡
地
方
八
十
八
ヶ
所
霊
場
」（
津
古
に
札

所
）や
、「
城
山
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
」（
昭

和
３
年（
１
９
２
８
）に
花
立
山
に
設
置
）な

ど
が
あ
り
ま
す
。
明
治
か
ら
平
成
に
至
る
ま

で
、
弘
法
大
師
信
仰
は
地
域
の
民
間
信
仰
の

中
心
に
あ
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先　
文
化
財
課
☎
７
５
・
７
５
５
５

おごおり遺産とは？》》近年の市内調査で「再発見」した文化遺産＝市民のたからのこと

お
三井四国の石標

西島西ノ前のお堂

赤川南坪のお堂

　今回のテーマは、写し霊場です。市内のお堂にある石像の基

礎や壁面に見られる「三井川北」の文字には、どのような意味が

あるのでしょうか。

発見！おごおり遺産
写し霊場No.23
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